
令和3年2月9日東京都医師会定例記者会見

「新型コロナウイルス感染自宅療養・自宅待機者への

医療支援システム構築の現状」

「老健施設を活用した新型コロナウイルス感染症

回復後の要介護高齢者受け入れ事業」

1

資料３



2



自宅療養者

①自宅療養者の健康管理を
委託保健所 自宅療養者フォローアップセンター

②LINEのチャットボットと
電話による健康管理
（必要に応じ相談医が助言）③病状悪化の申告

④入院調整依頼

病院

⑤ 入院調整

⑦地区医師会等と連携

自宅療養者地域医療支援システム
・電話指導
・診察（オンライン診療/往診/外来診療）
・訪問看護や在宅専門医療機関との連携
⇒より正確な病状把握、トリアージ、対応

⑥地域医療対応調整依頼
⑩判断の報告・
(必要時)入院調整の
依頼

⑧アクセス

⑨情報収集・診察

⑪

自宅療養・自宅待機者への地域医療支援システム（案）
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自宅療養者
①健康管理

保健所
②病状悪化の申告

病院

⑥入院調整

③地区医師会等と連携

自宅療養者地域医療支援システム
（区市毎の連携システム）

・電話指導
・診察（オンライン診療/往診/外来診療）
・訪問看護や在宅専門医療機関との連携

⑤対応内容の報告
入院調整の依頼

④アクセス

自宅療養・自宅待機者への地域医療支援システム（案）
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保健所/フォローアップ
センターで医療的判断
が必要な場合

手挙げする医師が対応

対応医がいない場合
SNS（LINE®等）を使った支援
チームのタイムラインにアップ

対応可能な初診医/
かかりつけ医に依頼

・オンライン診療
・処方
・往診
・入院対応

支援チーム（例）：地域の連携等強化型在宅療養支援診療所及び協力医療機関
（後方支援：大規模在宅医療機関/往診専門医療機関）

自宅療養・自宅待機者への地域医療支援システム（案）
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地域の医療機関がチームを編成し24時間の輪番制で対応
不測の事態に備え、大規模な在宅医療機関や夜間往診専門医療機関等の後方支援を確保

２）

３）

区市町村単位で地区医師会、区市町村・保健所とが協議し支援システム構築中。
地区医師会は会員意向調査、協力医療機関の募集を進めている。

地域で構築中のシステムの例

日中：保健所に登録する医師が可能な範囲で対応（電話・オンライン診療、外来診療、往診、処方）１）

SNSによるグループラインを作成し、医療機関の手挙げにより24時間対応
不測の事態に備え、大規模な在宅医療機関や夜間往診専門医療機関等の後方支援を確保

４）

自宅療養・自宅待機者への地域医療支援システム（案）

日中：保健所に登録する医師が可能な範囲で対応（電話・オンライン診療、外来診療、往診、処方）
夜間：夜間担当の登録支援医療機関が対応⇒地域の連携型強化型在支診、大規模在宅医療機関、

夜間往診専門医療機関
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〇感染者急増により感染症治療専門病院は満床状態に陥っている。
〇高齢者施設等に入所者が陽性となっても速やかに専門病院へ入院できず、施設内に
留め置かれ、クラスター化する事態は起きている。

〇速やかに感染症専門病院に入院できる体制には感染症から回復した患者（仮称：ポ
ストコロナ患者）を効率的に転院させる必要がある。

〇転院先は主に病院であるが、「老健施設」が医療機関から在宅・介護施設等への橋
渡しをする「中間施設」としての機能を有していることを考えれば、身体症状の安
定したポストコロナ要介護高齢者（入院中にADLや認知機能が低下している場合も
多い）の転院先として、リハビリテーションや総合的ケアサービスを提供できる老
健施設が受け皿となれば、低下した心身機能の回復・向上をはかった上で、家庭や
高齢者施設へ戻すことが可能となる。

〇この事業は、感染症治療専門病院の満床解消に寄与できるものと考える。

老健施設を活用した新型コロナウイルス感染症回復後の
要介護高齢者受け入れ事業
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ポストコロナ要介護高齢者を受け入れ事業を開始します

HP改修中
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「ポストコロナ」受入可能施設の検索が可能になりました！

ポストコロナ

HP改修中
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ポストコロナ

HP改修中
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